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花
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ひ
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作
品
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集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書
等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
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し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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▲国際交流員
　ジョン・ウィーラー
　　　　　　　さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市の皆さま、はじめまして！　西条市役所の新しい国
　　　　　　　　　　　　　　　　際交流員（CIR）のジョン・ウィーラー（John Wheeler）と
　　　　　　　　　　　　　　　　申します。今年８月に米国カリフォルニア州のサンディエゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　市から西条市へやってきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　国際交流員というのは、国際理解イベントを企画したり、
英語講座を行ったり、いろいろな人と接したりする実に楽しい仕事です。注目したい最近の活動
は、私の所属する国際交流係が11月上旬に「さいじょう国際交流NEWS」という年４回発行の広報
を創刊しました。市内の各施設で入手でき、西条市のホームページからも読めますから、皆さま
に目を通していただけると幸いです。
　仕事以外にも、多くの人々に大変お世話になっておりますから、お礼を申し上げたいと思いま
す。皆さまのおかげで、この美しい町に大歓迎されていると感じています。
　この３カ月で一番面白かった経験というと、10月に西条まつりで神戸の「楠だんじり」に参加
させていただいたことです。私は前に横浜に住んでいて、お盆の時に神輿担ぎはしましたが、そ
の神輿は西条のだんじりとはサイズも立派さもまるでくらべものにならないです。しんどかった
ですが、加茂川の流れの強さと寒さに対して勇気を出して川入りしたことは一生忘れられない感
覚でした。これからも西条市でこのようないい思い出を作りたいと思いますし、皆さまにも国際
的な体験を提供していきたいと思います。
　最後にお伝えしたいことは、国際交流員として皆さまにお力になれるところがありましたらご
遠慮なくお知らせしてください！　よろしくお願いいたします。

最初の三カ月の記憶
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